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工事の概要
� 工 事 名 平成３０年度（ゼロ県債）街路整備事業（地⽅道路等整備）

３・４・２８四日町日月⼭線河川公園復旧工事
� 工 事 場 所 ⼭形市 薬師町 地内
� 工 期 平成 ３１年 ３月 ２８日〜令和 元年 １１月 ３０日
� 工事請負⾦額 ¥８７，８４７，7００（税込み）
� 発 注 者 ⼭形県知事 吉村 美栄子

� 施工者希望Ⅰ型 設計⾦額３千万円以上 総合評価落札⽅式
⼟工量５，０００m３以上



工事内容

� 河川⼟工 掘削工・盛⼟工・不陸整正
� 法 面 工 植生シート
� 植 栽 工 基盤工・地被類植栽工
� 坂路工 駒止コンクリート
� 給水設備工
� 施設改修工 水飲み場改修工
� 構造物撤去工



工事内容

ICT⼟工対象面積︓２５，４３０m２



ICT活用工事の施工プロセス
施工プロセス 積算

① 3次元起工測量 ⾒積対応
設計業務積算基準書

② 3次元設計データ作成 ⾒積対応
設計業務積算基準書

③ ICT建設機械による施工
(ICT建設機械経費、保守点検費、システム初期費）

積算基準書
積算要領

④ 3次元出来形管理等の施工管理 間接費に含む

⑤ 3次元データの納品 間接費に含む

� ICT⼟工への取組みにおける懸案事項
①従来施工になかった作業への不安

経験実績のある外注会社への協⼒依頼
②コスト面の不安

積算基準の明確化により払拭



3次元起工測量・設計データ作成



参考資料 ④空撮 使用機器



参考資料 ④空撮 ⾃⽴⾶⾏ルート



参考資料 ⑤撮影写真の解析・点群データ作成



参考資料 ⑥3次元点群データの編集



参考資料 ⑥フィルタリング処理



参考資料 ⑥三角網（TINデータ）



ICT建設機械による施工

� ① 設計データの取得

� ② 設計データをＴＳに取り込む

� ③ 設計データを重機側に取り込む

� ④ ＴＳとのＳＳ通信による建機位置取得

移
動
局 基

地
局

重機側で設計データに基づき排⼟板を⾃動制御



施工状況写真 河川⼟工

不陸整正状況

不陸整正状況

転圧状況

不陸整正完了



施工状況写真 基盤工

撒き出し・粗均し状況

表面処理状況

転圧状況

基盤工完了

� 従来施工
① 敷き均し開始
② 撒き出し
③ 粗均し
④ 仕上げ
⑤ 完成

� ICT施工
① 敷き均し開始
② 撒き出し、
粗均し、仕上げ
③ 完成

MC建機導入効果



３次元出来形管理

� 出来形点群データと設計データの差異が規格値に入っている
かヒートマップで表現



ICT⼟工の効果比較
� ICT⼟工の効果比較条件は下記の通りである。

� 作業内容 河川⼟工・基盤工
� 施工数量 ２５，４３０m２
� 使用機械 測量︓無⼈航空機（UAV）

施工︓MCブルドーザ D３クラス
� 対比項目 作業日数・コスト



作業日数の比較

� 従来施工で112日、ICT施工で99日と13日短縮する事ができた。
� 従来施工における起工測量から丁張設置までの期間34日に対してICT施工33日とほぼ

同程度である。
� 施工日数についてICT施工で16日短縮する事ができた。



コストの比較

� 従来施工を１００％とした場合ICT施工は１１％増加している。
� 起工測量・3次元設計データ作成については⾒積対応により従来施工よりコス

ト削減となった。
� 施工については従来施工より１０％増加している。
� 出来形管理については間接費の本工種対象部について比較したが従来施工より

６％増加している。



ICT⼟工の効果
� 各施工プロセスにおいて従来施工に比べ、作業日数の短縮や⼈工を削減すること

ができ、作業サイクル全体の効率化を図る（生産性を向上させる）ことができた。
� 従来施工の重機補助作業員の削減により接触事故の発生のリスクを抑えることが

できた。
� MC建機による施工で精度の⾼い均⼀な仕上げができ、余盛を⼀括調整する事がで

き材料のロスを軽減する事ができた。
� 作業効率の向上により排出ガス（CO２)を削減することができ環境性にも優れてい

る。
� 張芝の植生基盤の品質については、⼟壌硬度の影響を受けやすく固く締まった基

盤は生育に悪影響を与えることが確認されている。MC建機による施工で同⼀個所
の過⾛⾏を防ぐ事により良好な基盤を構築することができた。



今後の課題
� 起工測量、3次元設計データ作成、出来形管理データ作成期間が待ち時間とな

る。データ作成の外注化による期間については内製化したとしても同様であり、
本工事については優れた経験実績を有する会社の協⼒により比較的影響は少
かった。内製化と外注化の有効性を生かし業界全体で建設生産プロセスにおい
て抜本的に生産性を向上させ働き⽅改革となす事の重要性を改めて感じる。

� コスト増加の要因の⼀つである施工費について、今後MC建機の需要が⾼まる事
によりリース料⾦が下がる事が予想されることから解消できるものと期待する。

� 今後のICT施工を効果的に活用するためには、施工前の導入計画が重要であり
作業サイクル全体で効率化を図るため、変化させられないボトルネックを考え
最⼩の機械と労務で実⾏できるよう検討する事が必要である。

� 最後にICT施工の有用性を再認識し、今後ますます発展していくであろうこと
を実感し、地域建設業の持続的な発展の⼀助となるよう積極的に活用していく
よう努めていきたい。



あとがき
ICT⼟工を⾏うに当たり不安に
感じていた設計変更に際し、各
基準に対する的確な指⽰、円滑
な変更協議をして頂いた発注者
監督員、優れた経験実績により
支えて頂いた三協コンサルタン
ト㈱、⻑⾕川体育施設㈱のご担
当者の皆様には大変お世話にな
りましたこと、この場をお借り
して深く感謝いたします。

東海林建設株式会社


